
●A市に限らず、都全域の地域資源
を把握

●情報の提供・紹介、マッチング

ボランティア就労・プチ就労

自己啓発・趣味活動 友人知人との交流

（プレ）シニア

趣味や経験を生かせる
活動に参加したいが、
どんな活動があるんだ
ろう？

都

A市住民

相談窓口

相 談

（事業イメージ）

活動等の紹介

地域資源の掘り起こし

●区市町村の取組支援、広域的なマッチング支援のための制度構築

A
市

【背景及び課題】
■高齢者の社会参加の意欲が実際の活動に結びついていない

・地域活動等への参加希望は約８割(※１) ⇔ 現在の高齢者の社会参加は約５割（※２）

・社会参加しない理由(※３) ｢きっかけがない」(20.9%)、 ｢興味のある活動内容がない｣(15.5%)、
｢仲間がいない｣(14.2%)、「活動の情報がない」 (10.5％)

人生100年時代社会参加マッチング事業

事業内容

シニア・プレシニアの継続的な社会参加を促進するため、委員会を設置し、効果的なきっかけづくり・

マッチング等に向けた施策を立案するとともに、区市町村の取組を支援する。（※委員会：7月末中間報告）

※１：令和２年度インターネット福祉保健モニター「高齢期における地域活動等の意向」について ※２、３：令和元年度在宅高齢者の生活実態調査報告書

別紙8-2
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区分 所属・役職名

岡 本 祥 公 子 認定NPO法人　サービスグラント　理事

中 村 天 江 公益財団法人連合総合生活開発研究所 主幹研究員

檜 山 敦 一橋大学　ソーシャル・データサイエンス教育研究推進センター　教授

○ 藤 原 佳 典 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター　研究部長

◎ 和 気 康 太 明治学院大学　社会学部社会福祉学科　教授

早 川 淳 渋谷区生涯活躍推進部長（生涯活躍推進課長事務取扱）

吉 本 知 宏 八王子市福祉部高齢者いきいき課長

（各区分において５０音順・敬称略）

区分 氏名 所属・役職名

幹
事
長

山 口 真 吾 福祉保健局高齢社会対策部長

石 川 秀 之 デジタルサービス局デジタルサービス推進部デジタルサービス推進担当課長

山 本 理 生活文化スポーツ局都民生活部地域活動推進課長

阿 部 貞 弘 福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課長

石 田 勝 士 産業労働局雇用就業部就業推進課長

人生100年時代社会参加施策検討委員会　幹事名簿

人生100年時代社会参加施策検討委員会　委員名簿

氏名

有
識
者

行
政
関
係
者

幹
事

◎委員長、〇副委員長
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令和４年度

施策検討
委員会

施策検討
関連事務

【主な議題】

○シニア・プレシニアに
対するアンケート結果

○マッチング施策の詳細

○令和５年度以降の予定

等

【主な議題】

○相談支援、社会参
加活動の掘り起こし

○オンラインプラット
フォーム

等

【主な議題】

○背景、目的

○高齢者の実態
把握調査結果

〇取組事例
等

中
間
報
告

〇 第３回ではオンラインプラットフォームの活用等に関するシニア・プレシニアに対するアンケート（案）も議題とし、中間報告後にアンケートを実施

最
終
報
告

第４回（、第５回）

【９月～１２月頃】

【主な議題】

〇 中間報告（案）

〇 シニア・プレシ
ニアに対するア
ンケート（案）

等

【7月末～8月】

〇 相談支援、社会参加活動の掘り起こし等に関して区市町村アンケートを実施。その結果を含む中間報告（案）を第３回委員会で討議

人生100年時代社会参加施策検討委員会 今後のスケジュール（７月４日時点）

区市町村補助事業

第３回

【7月4日】

第２回

【５月30日】

第１回

総合的な窓口による相談支
援や社会参加活動の掘り起
こしの実施状況、課題等

オンラインプラットフォームの活
用にあたっての要望、課題等

〇 シニア・プレシニアに対するアンケート結果等を踏まえて第４回（、第５回）委員会において施策の詳細等を討議、年内に最終報告を公表

シニア・プレシニア
に対するアンケート

区市町村に対する
アンケート

令和5年度予算調整
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